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そ
の
頃
は

(1) 

今月のおもな記事

江
戸
時
代
の
参
勤
交
代
を
偲
ば
せ
る

松
の
巨
樹
も
残
っ
て
い
た

線
岸
堤
防
が
作
ら
れ
で
も

ヰ品

ι’u

こ
ん
な
に
広
い
砂
浜
が
あ
っ
た
の

今
で
は
波
ぽ
護
岸
堤
に
追
っ

至
る
と
こ
ろ
に
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
が

投
入
さ
れ
て

腹
ぽ
い
に
な
っ
て
真
黒
な
甲
羅
を
干
し

た
砂
浜
は
も
う
見
る
影
も
な
い
。

。店員会だより

。永年勤続l~I治功労者表彬

。交通安全県民．迎励

01fj駅にまたふえた名~2'1

0国土美化運動

。少年制導センター開設

。キャン 7・研修務加者募集

。各地区に学級講座開設

。柳田遺跡で台関先揃

。国保、国民年金だより

。ゴミ収集に協力を

。あさひまつりのど自慢

出場~ :;J集
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あ
ら
ま
し

昭
和
四
十
九
年
第
四
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
六
月
十
五
日
か

ら
＝
十
日
ま
で
の
会
期
を
も
っ
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は

じ
め
議
案
七
件
（
う
ち
諮
問
一
件
、
議
員
提
出
議
案
一
件
）
を
審

議
の
結
果
全
案
件
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
陳
情
七
件
（
う
ち
継
続
審
査
分
三
件
）
に
つ
い
て
慎
重
審

査
の
結
果
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

月定 例

ひさあ

。
可
決
さ
れ
乏
も
の

報

V
昭
和
凶
＋
九
年
度
朝
日
町

一
般
会
計
補

正
予
算

（
第
一
号
）

補
正
額
三
九
、
八
六
一
千
円
を
追
加
し
予

算
総
額
一
、
四
八
四
、
六
七
五
千
円
と
す

る
も
の
。
補
正
額
の
主
な
も
の
は、

土
木

賞
一
六
、
八
五
O
千
円
、
教
育
費
七
、
六

七
九
千
問
、
災
害
復
旧
費
三
、
九
三
六
千

円
、
総
務
費
二
、
六
五
九
千
円
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V
剖
朝
日
町
の
職
員
給
与
に
閲
す
る
条
例

一

郎
改
正
の
件

人
事
院
勧
告
を
み
と
お
し
昭
和
四
十
九
年

四
月
一
日
以
後
、
給
与
の
一

O
%
を
内
払

い
す
る
も
の
。
（
凶
九
年
度
適
用
）

V
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
一

都
改

正
の
件

今

期

最

後

の

定

例

会

保
険
税
の
賦
課
限
度
額
を
八
方
向
が
十
二

万
円
に
引
上
げ
ら
れ
、
資
産
割
額
の
減
額

そ
の
他
が
改
正
さ
れ
る
も
の
。

V
富
山
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
の
設
置

に
つ
い
て

財
団
法
人
富
山
県
市
町
村
会
館
を
一
・
刑
事

務
組
合
に
改
組
し
、
合
現
的
運
営
念
行
わ

ん
と
す
る
も
の
。

V
昭
和
四
＋
九
年
度
青
年
学
級
開
設
の
件

大
門
家
段
、
山
崎
、
南
保
、
五
箇
庄
、
泊
、

宮
崎
、
笹
川
の
七
背
年
学
級
を
開
設
す
る

も
の
。

V
人
簿
策
護
委
員
候
補
者
を
推
せ
ん
す
る

た
め
意
見
を
求
め
る
件

人
機
同
開
設
委
員
候
補
者
、
上
回
総
二
氏
に

同
な
な
求
め
る
も
の
。

V
議
員
提
出
議
案

昭
和
四
十
九
年
産
米
政
府
買
入
れ
価
格
の

引
上
げ
等
に
関
す
る
要
望
意
見
識

て
政
府
買
入
れ
基
本
側
格
は
、
生
産
費

及
び
所
得
補
償
方
式
に
も
と
づ
念
大
巾

に
引
上
げ
る
こ
と
。

二
、
問
和
四
十
九
年
生
産
者
米
価
等
を
早

期
決
定
す
る
こ
と
。

三
、
昭
和
四
十
八
年
産
米
価
格
の
追
加
支

払
い
お
よ
び
助
成
す
る
こ
と
。

。
注
調
際
陳
情
の
処
理

務
採
択
に
な
っ
た
務
願
陳
情

・
防
火
貯
水
槽
設
置
に
つ
い
て
、

（
金
山
地
区
）

・
温
泉
町
緋
水
路
の
改
修
に
つ
い
て

〈
温
泉
町
内
）

村
道
鉱
耐
に
つ
い
て

〈
平
柳
町
内
〉

・
造
闘
関
係
事
業
に
新
川
造
園
組
合
の
会

員
利
用
方
要
望
に
つ
い
て

（
新
川
造
園
組
合
）

．
し
尿
激
取
り
に
つ
い
て

（
朝
日
術
生
社
）

・
老
人
福
祉
の
婚
進
に
つ
い
て

（
朝
日
町
老
人
ク
ヲ
プ
連
合
会
）

・
四
千
石
用
水
〈
賦
江
水
路
〉
及
び
水
温

池
の
町
単
土
地
改
良
事
楽
と
し
て
災
施

に
つ
い
て
。（

四
千
石
用
水
土
地
改
良
一也）

一
般
質
問
の
巾
つ
う

年
間
間

（一一
一、
六
、
九
、

十
二
バ
）
に

聞
か
れ
る
定
例
町
議
会
で
は
、
町
制
労
会
般

に
つ
い
て
質
問
が
で
き
、
こ
れ
や
』

一
般
質

問
と
旨
い
ま
す
。
六
月
定
例
会
は
、
議
員

今
期
最
後
の
定
例
会
で
あ
り
、
各
議
員
か

ら
多
彩
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
質
問
の
プ
部
在
制
介
し
ま
す
ο

後
町
の
水
勢
計
画
に
つ
い
て

間

最
近
の
地
下
水
低
下
に
か
ん
が
み

加
え
て
日
来
紡
泊
工
場
拡
張
等
の
た
め
、

将
来
水
不
足
を
き
た
す
ャ
』
・
と
が
考
え
ら
れ

る
が
、
町
の
水
勢
計
画
は
ど
う
か
。

答

ご
承
知
の
よ
う
に
町
で
は
こ
れ
が

計
画
の

一
端
と
し
て
相
の
又
で
水
量
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
旧
下
新
川
郡
二
市

一
一
一
町
で
黒
部
川
の
水
利
用
も
検
討
中
で
あ

り
ま
す
。

上
水
道
の
問
題
ほ
、
一
部
で
水
不
足
を

き
た
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
い
ま
す
ぐ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
今
後
の
問
題
と
し

て
町
の
計
画
の
中
で
考
え
積
短
的
に
取
り

組
ん
で
ゆ
き
た
い
。

新
川
広
域
圏
事
業
と
し
て
は
五
十
五
億

円
で
昭
和
五
十
三
年
完
成
と
い
う
計
画
が

あ
り
、ま

た
小
川
〆
ム
建
設
も
調
査
段
階
に
入

っ
て
お
り
、
こ
れ
と
も
関
連
し
て
考
え
て

2
h

、，．
M

、。

4
Z
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v・，ふ’
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、しV

日
東
紡
泊
工
場
と
水
の
問
題
は
、
従
来

か
ら
も
使
用
し
て
い
た
も
の
で
、
現
夜
は

一
日
一
万
三
千
屯
（
平
均
七
千
屯
〉
を
激

み
上
げ
て
お
り
、
今
度
の
工
弱
拡
強
に
よ

っ
て
従
来
の
半
分
抑
制
度
の
水
が
新
た
に
必

要
に
な
り
ま
す
。

ζ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
専
問
家
が
技

術
的
に
調
査
し
た
う
え
で
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
万
一
住
民
が
被
刊
を
受
け
た

相
場
合
を
考
え
、
水
道
組
合
と
は
協
定
を
結

ぶ
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
側
々
の
住
民
に

つ
い
て
は
、
工
場
と
町
が
賀
任
を
も
っ
て

対
処
し
て
ゆ
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
水
の
調
盗
に
つ
い
て
は
更
に

学
者
に
専
問
的
に
調
在
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
て
お
り
支
す
。

議選
つ国
い氏
て健

康
保
険
税
の
軽
減

(2) 

問

国
保
税
は
年
ご
と
に
高
額
と
な
り

加
入
者
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
重
税
と
な
っ

て
い
る
。

所
得
税
は
所
得
の
あ
る
人
に
線
税
さ
れ

る
が
、
国
保
税
は
所
得
が
無
く
て
も
、
平

均
割
、
人
頭
割
、
資
産
割
に
よ
っ
て
課
税

さ
れ
る
。

町
は
国
の
国
保
交
付
金
の
大
巾
増
額
に

つ
と
め
被
保
険
者
の
税
額
軽
減
に
一
段
と

努
力
さ
れ
た
い
。

答

国
で
は
補
給
金
の
増
額
は
し
て
い

る
が
上
げ
巾
が
少
な
く
問
題
の
解
結
を
み

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

保
険
税
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
不
足
分
は

町
税
で
補
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
町
税

を
支
出
す
れ
ば
、
二
重
負
担
を
す
る
者
も

あ
る
の
で
、
本
年
度
は
現
在
の
一
般
財
漉

支
出
が
限
度
で
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
国
に
対
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
補
給
金
の
大
巾
摺
額
を
強
〈
要
求
し
、

働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

後
道
路
問
題
に
つ
い
て

間

県
、
町
道
外
の
道
路
（
州
脱
退
、
生

活
道
路
〉
及
び
ほ
場
整
備
後
の
路
面
整
備

に
つ
い
て
の
方
針
は
ど
う
か
。

答

県
、
町
道
外
の
道
路
に
つ
い
て
は

防
災
、
生
活
関
連
道
路
と
し
て
制
度
的
に

は
補
助
制
度
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ほ
場
経
備
後
の
道
路
に
つ
い
て

は
土
地
改
良
区
が
管
即
し
て
お
り
、
ほ
山
初

挫
備
事
業
で
失
な
わ
れ
た
町
道
、
そ
れ
に

類
す
る
道
路
に
つ
い
て
は
地
元
及
び
土
地

改
良
区
と
協
議
を
す
す
め
て
い
る
が
、
本

換
地
が
終
わ
ら
な
け
れ
ば
地
番
が
明
確
に
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な
ら
な
い
の
で
、
事
筋
的
は
仙
川
町
が
で
き

ず
事
業
を
す
す
め
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。

ぷ
中
川
町
長
任
期
満
了
に
伴
う

再
出
馬
有
無
に
つ
い
て

問

＋
二
月
で
町
長
の
任
期
は
満
了
に

な
る
が
、
中
川
町
長
は
再
出
馬
の
意
思
が

あ
る
か
ど
う
か
。

答

現
在
は
全
く
白
紙
で
あ
り
ま
す
。

以
上

。
常
任
委
員
長
出
羽
生
口
よ
り

総
務
、
文
教
厚
生
、
産
栄
建
設
三
委
員

会
と
も
に
議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
会
案
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
、
請
願
陳
情
全
件
を

採
択
と
決
定
し
た
む
ね
各
常
任
委
員
長
よ

り
報
告
さ
れ
、

次
の
こ
と
が
要
望
さ
れ
ま

ひ

＼

・・．

f

川
J

’
仁
川
川
、

j

r
hけ
4

2
リド
’
川
川
U

朝

朝
日
町
議
会
議
員
と
し
て
、
勤
続
二
十

五
年
の
円
吹
き
に
わ
た
り
、

地
方
自
治
に
貢

献
さ
れ
た
。

つ
芯
の
か
た
が
た
が
、
朝
日

町
議
会
表
彰
内
規
に
よ
り
、
昭
和
四
十
九

さ報…...あ昭和32年8月8日 , ~ 
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し
た
。産

業
建
設
委
員
会

路
案
第
三
十
五
号
、
昭
和
四
十
九
年
度

朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

た
農
村
総
合
整
備
モ
デ
庁
事
業
の
件
は
、

我
が
町
の
基
本
権
想
と
し
て
の
施
策
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
案
件
に
つ
い
て

は
当
初
予
算
に
計
上
し
積
極
的
な
姿
勢
で

町
の
発
展
を
期
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
委
員
会

（
両
委
員
会
と
も
付
託
線
系
の
審
泌

結
果
報
告
の
み
で
、
要
望
立
見
は
報
告

さ
れ
ず
）

以
Jこ

1
 

1
 

t
 

日

町

議

〈云

年
第
四
回
（
六
月
）
朝
日
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
鴻
刷
会
の
滋
決
に
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

渡辺秋鍔滋員上島 栄作 議員

大儒米大郎議員

ヘ
月
一訪
中一
β

は

一
三
～
〕
一
三
γ

ー
＼

…r
z晶表
勧
誘
員
選

7
－一ーの
枚
百
一
F
vB
一
。
て
す

M
W
賢
母
vyt必
勝
機
的
つ
骨
三
均
一
泌
総
C
V
L
V
1
1
ムア弘、丸一九一
V
ふ

れ

円

匂

一

UH
F－
r

、

dw－月
期
ど
よ
・

2
3

山
｝
ド
ト
ト
十
議
告
示
は
だ
照
二
門
医
んい金
vi
zL

小

O
こ
の
選

挙

の

投

票

資

格

で
の
あ
い
だ
、
毎
日
午
前
八
時
三

O句
川

か
ら
午
後
五
時
ま
で
不
在
者
投
東
を
受
V

昭
和
四
十
九
年
八
月
一
日
（
基
準
日
）
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

～
現
在
で
、
朝
日
町
に
引
き
続
左
三
カ
月
不
在
者
投
票
を
な
さ
る
方
は
、
印
鑑

山

川
以
上
（
附
和
四
十
九
年
五
月
一
日
以
前
持
参
の
う
え
、
選
挙
’
管
理
委
員
会
〈
役

小

川

か
ら
住
民
登
録
が
な
さ
れ
て
い
る
者
）

場
内
）
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ん
魁
住
し
て
お
り
且
つ
昭
和
四
十
九
年
八

O
立

候

補

予

定

者

打

ち

合

川
月
十
一
日
現
在
で
満
二
十
才
（
昭
和
ご

わ

せ

会

一
十
九
年
八
月
十
二
日
以
前
に
生
ま
れ
た

日

時

昭

和
四
十
九
年
七
月
十
九
日

v

v
者
）
に
達
し
て
い
る
者
で
、
公
民
総
伴

・

（
金
）
午
後
二
時

川
止
な
ど
の
欠
絡
事
闘
の
な
い
も
の
。
胤
引
所
朝
日
町
聴
会
議
弱

川

O
不

在

者

投

票

に

つ

い

て

立
候
補
届
出
関
係
資
額
を
配
山

布
い
た
し
ま
す
の
で
、
予
定
日
・

る
昭
和
問
十
九
年
八
月
三
日
〈告

示

日

）

者

は
必
ず

出
席
し
て
く
だ

V

か
ら
八
月
十
日
（
投
娘
日
の
前
日
〉

ま

さ

い

。

北

陸

三

県

統

一

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

－

暑

く

て

も

安

全

運

甑

の

ベ

ー

ス

を

守

ろ

う

・

定
期
は
暑
さ
か
ら
心
身
と
も
に
ゆ
る
み

が
生
じ
、
ま
た
海
や
山
へ
の
行
楽
に
よ
る

過
労
、
居
眠
り
か
ら
、
運
転
者
お
よ
び
歩

行
者
の
交
通
安
全
に
対
ナ
る
注
意
力
が
散

漫
と
な
る
た
め
、
事
放
が
起
こ
り
ゃ
す
く

な
る
の
で
、
こ
れ
を
防
止
す
る
こ
と
を
阿

的
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

て

期

間

昭
和
四
十
九
年
七
月
二
十
日
か
ら

八
月
十
九
日
ま
で

一一、
重

点

目

標

ω歩
行
者
（
特
に
こ
ど
も
と
老
人
）
の

事
故
防
止

制
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止

り
過
労
、
酒
酔
い
、
暴
走
、
無
免
許
等

無
謀
運
転
防
止

判
踏
切
事
故
の
防
止

三
、
特
別

デ

l

的
歩
行
者
の
安
全
を
守
る
日

米田志二議員

七
月
二
十
四
日

川円
安
全
運
転
励
行
の
日

八
月
九
日

(3) 

L!.，、

｝；十
i.r;r 

が－

で
き
ま
し
た

H
国
道
8
号
線
金
森
食
堂
に
H

多
発
し
て
い
る
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る

傷
病
者
の
教
護
を
迅
速
化
し
、
交
通
事
故

防
止
に
役
立
た
せ
る
為
、
日
本
赤
十
字
社

富
山
県
支
部
が
国
道
八
号
線
金
森
食
室
内

に
救
急
連
絡
所
在
設
慣
し
ま
し
た
。
交
通

事
依
、
そ
の
他
災
復
の
発
見
や
通
報
を
受

け
た
と
be
は
、
そ
の
状
況
に
よ
り
次
の
如

く
、
適
切
な
連
絡
を
行
う
と
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

A
V
最
寄
り
の
病
院
、
診
療
所
に
連
絡
す
る

A
V
最
寄
り
の
消
防
署
一
一
九
番
（
〈
数
急

事
）
に
連
絡
す
る。

A
V
最
寄
り
の
瞥
策
機
関
に
連
絡
す
る
。

A
V
通
行
中
の
車
、
ま
た
は
特
に
取
を
殖
つ

て
病
院
へ

搬
送
を
依
頼
す
る
。

。
応
急
手
当
て
を
す
る
場
合
法
毘
備
品
を

使
っ
て
処
置
す
る
。

no
n
a－－ 



シ
ラ
力
パ
林
の
あ
る
駅
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
、
朝
日
町
の
表
玄
関
、
国
鉄
泊

駅
に
、
町
民
有
志
の
ア
イ
デ
ア
と
奉
仕

に
よ
り
、
ま
た
名
物
が
ひ
と
つ
ふ
え
ま
し

た
。こ

れ
は
、
国
鉄
泊
駅
利
用
者
に
自
然
環

境
の
町
朝
日
を
ア
ツ
ピ
l

w
し
よ
う
と
、

今
ま
で
あ
っ
た
水
飲
み
場
上
部
に
日
波
書

家
大
平
山
涛
さ
ん
の
「
黒
部
の
地
下
水
」

の
文
学
を
石
板
に
彫
っ
て
掛
け
、

コ
ッ
プ

を
の
せ
る
台
の
上
に
は
、
こ
れ
も
日
限
彫

塑
家
問
中
三
大
郎
さ
ん
が
製
作
し
た
。
プ

ロ
ソ
ズ
到
の
つ
が
い
の
留
鳥
を
蹴
き
、
円

然
の
臨
じ
を
現
出
さ
せ
た
も
の
で
す
υ

昭和49年7月10日
月刊（毎月10日発行〉
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』』れ
ら
の
石
材
と
文
字
の
彫
刻
に
つ
い

て
は
、
石
匠
佐
渡
栄
春
さ
ん
の
奉
仕
に
よ

る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
朝
日
町
も
臼

熱
美
の
町
と
し
て
、
一
段
と
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

八
写
真
は
そ
の
水
飲
場
V

国土美化推進運動

川をき れいにする運動

海岸をきれいにする運動

7月！日 ～8月31B 

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
事

一
、
笹
川
七
七
号
線
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工
事

（笹
川
地
内
）

工
事
俊

一
一、

一
O
O千
円

延

長

二

三

一
米

面
積
七
八
七
平
方
米

工
則
六
月
十
日
i
七
月
十
五
日

二
、
県
立
自
然
公
園
事
業
城
山
整
備
工
事

工
事
費
五
、

0
0
0千
円

内
訳
芝
生
工
事
、
給
水
工
事
、
照
明

工
事
、
遊
戯
施
設
、
階
段
設
関

阿

川

町

他

俊

臼

木

事

一

中

島

定

義

土

問

符

げ

制

附

一

郎

平

野

務

付

口

嫡

則

吋

同

光

子

O
本

間

千

代

乃

O
米

丘

光

州

九

思

正

憲

魚

津

信

州

佐

々

木

一

服

永

井

出

和

（
順
不
阿
〕

。
は
代
友
’
補
嚇
日
間

。
広

川

哲

談

。
水
島
州
次
郎

臥向

端

勉

上

杉

山
山

岡

田

作

到

岡

崎

勇

O
十一

肥

孝

信

柴

山

と

み

舟
崎
よ
し
の

由

民

部

妙

子

h
山

京

民

畑

良

造

。
美

佐
光
市
ヤ

平

崎

勇

p
o
n
3
0
4
 

ペ
ン
チ
設
間

六
月
十
二
日
i
八
月
十
二
日

(4) 

工
期

d
 

一

朝

日

町

人

事

異

動

…

…

新

旧

…

一
看

護

婦

新

採

番

場

千
鶴
子

一

一
〈
昭
和
四
十
九
年
五
月

一
日
付
）
一

一
宥

護

婦

新

保

米

田

洋

子

一

一
宥

護

婦

新

採

稲

垣

澄

子

一

一
（
昭
和
四
十
九
年
六
月

一
日
付
）

一

一
薬

剤

反

新

採

伊

藤
清
重
一

一
退

職

薬
剤
長

中
谷
義
昭
一

一

（
昭
和
四
十
九
年
六
月
三
日
付
）
一

園
－
h

楽
し
く
、
思
い
出
多
い

夏
休
み
に

こ
ど
も
た
ち
が
持
ち
に
持
っ
た
楽
し
い

直
休
み
が
も
う
す
ぐ
始
ま
り
ま
す
。

と
も
す
れ
ば
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
は

不
規
則
に
沿
ろ
う
と
し
ま
す
。

健
全
で
楽

し
く
そ
し
て
思
い
出
多
い
一度
休
み
で
あ
る

よ
う
、
家
臨
に
限
わ
ず
川
ぐ
る
み
で
見
守

っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

－
規
則
正
し
い
生
活
を

－
自
主
的
自
発
的
な
生
活
態
度
を
背
て

ト
J
R

ベノ
0

．
健
康
で
安
全
な
生
活
を

－
交
通
事
故
や
、
海
や
山
の
事
放
を

お
こ
さ
な
い
0

・
不
例
生
か
ら
病
気
を
お
ニ
さ
な
い

av
一
日

一
聞
は
家
政
で
話
し
合
い
の
時

聞
を
も
と
う

0

・

「
安
の
ひ
と
声
運
動
を

「
ご
苦
労
さ
ん
」

「
あ
ぶ
な
い
よ
」

「早
く
お
帰
り
し
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キャンプ研修の集い

参加者募集

第227号

キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
を
ひ
か
え
、
野
外

活
動
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
技
能
を
・
身

に
つ
け
た
指
導
者
を
育
成
し
よ
う
と
、
朝

日
町
教
育
委
員
会
、
朝
日
町
中
央
公
民
館

で
は
キ
ャ
ン
プ
研
修
の
集
い
を
計
画
し
、

そ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

要
項
次
の
と
お
り

O
期
日

七
月
二
十
日

l
二
十

一
日

（
土
、
日
）

O
場
所

黒
部
市
大
島
海
岸
キ
ャ
ン
プ
場

。
参
加
費
一

人

五

O
O円

。
出
発
七
月
二
十
日
（
土
）
午
後

一
時

役
場
前
出
発

。
参
加
申
込
み
七
月
十
六
日
（
火
）
ま

で
参
加
申
込
書
に
参
加
貨
を
孫
え
朝

日
町
教
背
番
員
会
へ

。
詳
細
は
朝
日
町
教
育
委
員
会
（
①
1
1

0
4）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひさあ報広

キ
ャ
ン
プ
を
さ
れ
る

昭和32&f8月8日
· · ·~3樋船便物陵町

方々
へ

こ
れ
だ
け
は
守
り
ま
し
ょ
う

本
年
も
い
よ
い
よ
キ
ャ

ン
プ
シ

ー
ズ
ン

と
な
り

b

ま
し
た
が
、
次
の
事
項
を
守
っ
て

楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
下
さ
い
。

一
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
を
す
る
場
合

は
事
前
に
必
ず
消
防
署
に
届
け
出
て
か

ら
に
し
て
下
さ
い
。

消
防
署
に
届
出
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

一、

キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
は
テ
ン
ト
サ

イ
ド
か
ら
概
ね
三
O
メ

l

ト
庁
以
上
緩

れ
た
所
で
行
っ
て
下
さ
い
。

て

キ
ャ

ン
プ

フ
ア
イ
ヤ
ー
は
牛
後
一

O

時
ま
で
と
し
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
c

て

キ
ャ
ン
プ

ア
ア
イ
ヤ
l

、
炊
事
な
ど

の
残
火
は
完
全
に
消
火
し
て
下
さ
い
。

一、

火
災
警
報
発
令
中
は
火
支
の
使
用
は

禁
止
し
ま
す
。

あ

な

た

も

参

加

し

て

み

ま

せ

ん

か

急
激
な
社
会
構
造
の
変
化
に
対
処
し
、

知
性
あ
る
社
会
人
に
な
ろ
う
と
、
各
地
区

で
局
、
県
費
補
助
に
よ
る
家
庭
教
育
学
級

や
婦
人
学
級
が
開
設
さ
れ
、
学
級
生
た
ち

は
熱
心
に
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

。
家
庭
教
育
学
級

O
小
川
保
育
所
家
庭
教
育
学
級

「
こ
ど
も
と
の
紳
を
強
め
、
正
し
く

導
く
に
は
」

・
小
川
保
育
所
母
の
会
対
象

・
開
設
場
所
小
川
保
育
所

O
赤
川
家
庭
教
育
学
級

「
健
康
で
う
る
お
い
の
あ
る
家
庭
を

築
く
た
め
に
」

・
赤
川
婦
人
会

・
町
内
会
対
象

・
開
設
場
所

赤
川
公
民
館

。
草
野
家
庭
教
育
学
級

「
よ
り
よ
い
家
庭
を
築
く
た
め
の
母

親
の
役
割
」

・
市
草
野
町
内
会

・
婦
人
会
対
象

・
開
設
場
所
東
草
野
公
民
館

。
山
崎
小
P
T
A
家
庭
教
育
学
級

一．
こ
ど
も
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
家

庭
の
役
割
」

・
山
崎
小
P
T
A対
象

・
開
設
場
所
山
崎
小
学
校

。

婦

人

学

級

O
笹
川
婦
人
学
級

「
郷
土
を
見
な
お
し
、
婦
人
の
進
む

べ
き
道
を
考
え
る
」

－
笹
川
婦
人
会
対
象

・
開
設
場
所
笹
川
公
民
館

。
大
家
庄
婦
人
学
級

「
家
庭
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
健

康
で
楽
し
い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
に

つ
と
め
る
」

－
大
家
庄
婦
人
会
対
象

・
開
設
場
所
大
家
店
公
氏
釦

。
若
妻
教
室

。
泊
佐
味
野
若
妻
教
室

一
家
庭
婦
人
の
役
割
を
見
直
し
、
健

康
で
明
る
い
家
庭
を
築
く
」

－
泊
婦
人
会
対
象

・
福
祉
セ
ン
タ
ー

。
公
民
講
座

O
舟
川
新
町
内
会
を
対
象
に
開
催
予
定

で
す
0

0
高
令
者
学
級

O
中
央
高
令
者
教
室

「
生
き
が
い
を
求
め
て
」

．
老
人
ク
ラ
プ
役
員
対
象

・
福
祉
セ
ン
タ
ー

O
岳
地
区
公
民
館
で
高
令
者
学
級
も
開

般
さ
れ
て
い
ま
す
。

軍覇盟.
柳
田
遺
跡
内
に

古
噴
（
塚
〉
発
見

さ
れ
る

古
墳
末
期
の
方
墳

県
教
育
委
員
会
が
四
月
十
六
日
か
ら
柳

田
地
区
一
大
香
寺
北
方
地
区
を
約
十
町
歩
に

わ
た
り
（
九

・
九

o
o
d）
発
掘
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
六
月
十
四
日
よ
り
同
地
区

天
番
寺
西
方
一

O
O悦
の
字
坊
田
に
あ
る

塚
を
発
掘
し
た
と
こ
ろ
、
石
室
が
検
出
さ

れ
古
墳
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

調
査
の
結
果
、
巾
一
悦
三
O
m揮
さ
九

o
mの
周
溝
を
め
ぐ
ら
し
た

一
一一一
悦
五

o

m
四
方
の
方
噴
（
問
角
型
の
古
墳
）
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
塚
の
中
央
部
は
、
た

て
型
に
掘
り
こ
ま
れ
、
そ
の
大
き
さ
は
長

さ
四
汎
巾
三
悦

二
O
m
位
で
、
手
っ
し
り

石
が
組
み
こ
ま
れ
、
さ
ら
に
中
心
に
は
長

さ
一
机
八

O
m深
さ
五

o
m－
m五
五
伺
位

の
石
室
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
店
内
会
に
は

七

O
ml
八
O
m位
の
長
め
の
自
然
石
七

・
八
コ
で
数
段
に
プ
タ
が
し
て
あ
り
、
石

誌
の
底
は
平
ら
な
自
然
石
が
整
然
と
敷
き

並
べ
て
あ
り
ま
す
。

出
土
遺
物
は
少
な
い
が
、
周
階
、
縁
の

m一状
、
石
室
等
か
ら
岩
手
県
猫
お
古
墳
と

同
時
期
の
古
墳
終
米
湖
一
頃
の
方
境
止
推
定

さ
れ
ま
す
。

県
内
に
は
前
方
後
円
出
、
円
墳
、
横
山
八

古
墳
と
、
い
く
つ
か
古
墳
は
あ
り
ま
す
が

石
室
の
盗
を
地
表
に
表
わ
し
た
の
は
初
め

て
で
あ
り
貴
置
な
考
古
資
料
で
す
。

尚
同
古
墳
上
に
膝
史
時
代
の
も
の
と
忠

朝
日
町
青
年
団

(5) 

園
内
研
修
よ
り
帰
る

こ
の
ほ
と
今
年
で
第
3
回
目
の
昭
和
四

十
九
年
朝
日
町
閣
内
研
修
旅
行
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
旅
行
は
朝
日
町
背
年
男
女
二

十
九
名
が
参
加
し
、
六
月
六
日
八
時
四
十

五
分
よ
り
診
加
者
及
び
関
係
者
が
集
ま
り

泊
駅
前
で
壮
行
式
を
行
な
い
、
急
行
「
立

山
3
号
」
に
築
市
最
初
の
目
的
地
和
歌
山

に
向
い
ま
し
た
。
梢
泊
地
の
和
歌
山
、
淡

路
で
は
、
講
義
、
討
論
等
が
く
り
か
え
さ

れ、

診
加
団
員
一
同
感
銘
を
探
く
し
て
九

日
無
事
帰
朝
し
ま
し
た
。
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老
人
医
療
貨
の
雑
料
化
は
昨
年

一
月
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
ト
ま
す
が
、
一
部
簡
素
化

さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
は
七
月
診
牒

分
か
ら
月
一
枚
医
療
機
関
に
提
出
し
て
い

た
老
人
医
療
費
請
求
欝
の
必
要
が
な
く
た

り
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
鮎
旅
保
険
況
と

d
－
？
に
年
余

り
本
検
討
ハ九・

1
8

j
J

tl

i

、

福

祉

窓

の

口

七
日
＼
一
川

i
いへ
L

丈
ブ
約
め
ま
し

十
4
．
、
ペ
ノ

免
除
の
申
請
は
七
月
末
日
ま
で
φ

ひ ...・・ ・第227号

保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
お
か

な
い
と
、
不
慮
の
事
故
に
あ
っ
た
り
、
母

子
家
庭
と
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
も
ら

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
家
計
が
者
し
か
っ
た
り
、
災

啓
や
失
業
な
ど
の
た
め
に
、
保
険
料
を
納

め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
人
も
あ
り
ま

す。
こ
の
よ
う
な
人
を
救
う
た
め
に
保
険
料

の
納
付
を
免
除
し
て
、
み
ん
な
が
年
金
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
が
、
保
険
料

免
除
制
度
で
す
。
こ
れ
に
は
、
つ
ぎ
の
二

通
り
が
あ
り
ま
す
。

①
国
民
年
会
の
陣
山
田
年
金
、
母
子
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
人
、

生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
人
は
届
出
る
だ
け
で
当
然
免

除
さ
れ
る
H
法
定
免
除
H

①
災
世
一
回
を
受
け
た
り
、
不
幸
に
あ
っ
て
所

さ報 ・ ・ー あ
昭和32年 8月aa 」ー

・2官3額郵使物認可 ー・… 一μミ

国
民
健
康
保
険
加
入
の
老
人
は

老
人
医
療
費
請
求
の

肋
要
は
あ
り
ま
せ
ん

老
人
医
療
費
受
給
者
証
を
提
出
す
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
六
十
五
才
以
上
の

身
体
障
山
活
者
等
、
六
十
才
以
上
の
亙
度
身

体
障
害
者
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

な
お
社
会
保
険
加
入
の
方
は
従
来
ど
お

り
請
求
書
が
必
要
で
す。

ド昨小
A
V

地
ほ
が
た
杉
ル
ゼ
受
け
る

環
境
衛
生
模
範
地
区
と
し
て

富

山

県

衛

生

大

会

｜｜ 

｜｜ 

管
内
表
彰
の
荒
川

一
丁
目
町
内
会
は
町

内
の
悪
疫
伝
染
病
や
食
中
毒
な
ど
の
防
止

と
生
活
環
随
の
浄
化
を
目
的
と
し
て
、
そ

族
昆
虫
駆
除
等
の
爽
践
活
動
を
毎
月
定
期

的
に
町
内
総
ぐ
る
み
で
実
施
し
、
衛
生
思

想
の
啓
蒙
に
努
め
る
等
他
の
町
内
会
の
模

範
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
島
湖
怖
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
町

内
会
長
と
な
る
や
昭
和
四
十
五
年
の
管
内

団
体
表
彰
の
受
賞
を
さ
ら
に
身
の
あ
る
も

の
之
す
る
た
め
、
町
内
会
の
先
頭
に
た
っ

｝
六
五
、

0
00
川

(6) 

ょ が の間 年人準 が三 請
うで特のし金と母免免月が七け常得

滞 。き典うか は 同子除除分認月 る に が
免納 れがちし%じ、をさまめは II苦な
除は ばあに、にこ遺受れでら①申しく
制 こ 追り 納免減と児けまのれの請い保
度わ 納 まめ除額になてす ーれ 申 免 場i換
を い すする さ さ 支 ど お 。年 ば 請i徐合料
活！！ るのこ れれ 給の れ 分 、 を ｜｜にを
用 よでとたまさ額ば の四ナ I判納
し う、が保すれは、保月る ／＋.＇：め
よ 。υ家 で険。ま納障 ｜倹か 月 てる
う tJ十計き料 すめ害 料ら で 承こ
。 け に るは が て 、 の来す 認と

i余追 十 老 い 母 納年。 をが
し絡納年 令 る 子 付 の 申 党非

め組 運・とと駆・町 年 が人と内 れ術団部界
、人動・しも除・内よ県そでし の まま 生 体m環 第

他、を て に 運・づり 茨 れはて 炎 た じ 組 で 民 堤 十
の明加 、 、動・く地彬ぞ 水判官移 同 た 織 朝 会 テ・九
地るえ健闘をり 区の れ島日で時 。連日舘 l田
区く て康京lf写の民蛭表潔町、に 合町での 富
の 健真治四 月た緑、谷彰（荒環 行 会 姪 開 記 山
際康の進十定めぐ地を幸 川 境 わ 長 谷｛俗念！累－
ill!iな保 の 六 期 、 る 区 受 町 一 術 れ ’民 地 さす保
と地健た年的そ・みはけ町 丁 生 た の 区れべ飽
き［K衛めよに族・で、ら内 回改 娘 表 が、き衛
れづ生健・り 突 衛・、l隠 れ 会 町 善部 彰官こ 六生

咽 てく 事康・新践 生・住和ま長 内模 保 を 山の月大aいり 楽づ・規 ナ 害・み 三 し ） 会 i施健 ！受 l京五倍五会
が司 るにに く・：~る虫・よ十たき、問所 け保上日が

IO<r 川・叫 。努取 り・策 との・い八。ん個体 官 ら他 、黒i：佐

特 ｜ 歳入 円｜一

ばI~ 産収金 465 ： ~~~ 1 芸男 社会福祉法人
ご計｜補助金、交付金 l.748:00〔）！計四 ・ー :: 

~I I警高 j. ~~f ~~~I 五 朝日町
議 ｜そ ;f 他 3J~~ ： ~~~ I ~ 社会福祉協議会 （

歳入 円｜予
会 議費 50.0001 算 う
事 務費 1.180.0001
事 業 費 1.100.oool 後本年度予算きまる後 ：
負担金 100.0001
繰出金 155.0001
その他 66,0001
- (,-L_______1必L盟g[

－ ザリS院副 ； 

I ｜特「蚕－；：：－ 一一育 ｜一 ： が 及 動 止 て
五心 ｜心配こと相談所 ｜別 ｜財 産 収 入 5.3681般 昭 福 蕃；〈認こににの生
二 配｜歳 入 144.836！会｜会 費刊0.0001会 和 祉 意 2 写 めの努あた活
件ご｜歳 出 139.9741計 ｜補助金、交付金 1.667. 1461計四資銀；：真らためため環

と｜差引残金 4.8621で ｜委 託 金 345.SOOj 十金行 〉はれびらる 、廃
相 ｜ ｜は ｜寄 附 金 s1G.0001 八 f保たのれとその
談 ｜善意銀行 ｜｜そ の 他 111.989＼年 ： 腿も 表ま と族 向
所 ｜ ｜ ｜ 計 3.106.0031 度 ：衡の彰しも見 上

｜ 歳 入 so1.0421 I歳 出 ｜決五九： 伎 ではたに虫と
取 ｜歳出 41a.4241 1会融資 39.6251 算。五 1本すそ。、路、
fi I差引残金 388.s 181 I事 務 質 980.108[ 五 O ：・ 禽 。れ術除伝
紋 ｜ ｜｜事業 費 1.433. 666 I 、、； 〉 ぞ 生 等染
い ｜福祉資金（貸付） ｜｜負 担 金 162.sooI o Q :: ・ れ思の病
件 ｜ 歳 入 515.1351 ｜繰 出金 その他 203'4001 0 Q ;- の 想実等
数 ｜ 歳 出 60.0001 I 計 2.818.5791 0 0 ! 功 の践 の

｜ 差引残金 455.135¥ 1差引 残 金 287.424¥ : 績 普 活 防

役
場
産
業
諜
事
務
室
の

移
転
案
内

産
業
諜
事
務
室
は
、
い
ま
ま
で
役

場
二
階
と
泊
高
等
学
校
債
と
に
わ
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
こ
れ

を
ま
と
め
、
教
育
委
員
会
事
務
局
績

に
移
り
ま
し
た
の
で
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。



ー

ゴ

ミ

収

集

に

協

力

を

」

山

一、

初

心

者

一

一

h

，

期

日

八

月
二
十
七
日
、

二
十
八
日
午

山

「
i
l－
－
懇
臭
を
防
ご
う

l
L
い

前

九

時一
一一
十
分
よ
り
、
午

後

五
～

時
ま
で

こ
れ
か
ら
日
増
し
に
暑
い
夏
場
を
迎
え

～

会

幼

魚
津
市
役
所
乙
及
び
丙
稀

ま
す
が
、
町
の
美
化
と
、
ゴ
ミ
の
悪
臭
岬
～

一
、

受

講

科

目

放
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
’M
意
し
、
ゴ

ミ
J

・
狩
猟
に
関
す
る
法
令

収
集
に
協
力
を
お
願
い
し

ま

す

。

山

・

狩
猟
鳥
獣
の
判
別

－
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
、
火
薬
γ

・
ゴ
ミ
は
必
ず
袋
に
入
れ
て
出
す
。

類
取
締
法

・
燃
え
る
物
、
燃
え
な
い
物
は
必
ず
区
別

山

・

猟

具

の

取

扱

い

し
て
。

ん

昭
和
四
十
九
年
度
の
狩
猟
者
講
習
会
が

・
同

契

技

・
多
量
に
汚
物
が
出
た
場
合
、
燃
え
る
物
小
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
希
望
一
、
受
講
手
数
料

は
東
部
清
掃
－
t

ン
タ
1

へ
、
燃
え
な
い
山
者
主
お
申
し
込

弘

く

．

た

さ

い

。

経

験

者

四

O
O
円

a

υ

i

－
j
1
f均
ヨ

ト

ヨ

ド

こ

ス

世

初

心

者

一
、

一

o
o
q

H
昭
和
羽
十
八
年
度
に
お
い
て
町
内
の
小

物
は
町
の
不
燃
焼
物
船
場
へ・

2
eく
た

ト

〈

よ

』
院

j
一
j

t
i
h
j
c同
一

、

受

部

申

込

み

l

～
学
か
に
肌
校
一白
周
年
を
迎
え
た
学
絞
閉

さ
い
。

ん
た
方
々
の
史
新
時
期
で
す
カ
ら
必
ず
叉
r

l

n
U
H

ー

申

込
山制
限
は
希
望
受
講
自
の

一
週
目

一
校
、
九
十
周
年
一
校
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
記

・
粗
大
ゴ
ミ
〈
テ
レ
ビ

・
洗
漉
機

・
自
転

一一
て
く
だ
さ
い
。

前

と

な

っ
て
お
り、

早
自
に
役
湯
産

山
念
事
策
、
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
ょ

車
、
脱
級
機
等
）
は
直
接
不
燃
焼
物
給

一

一
、

経

験

者

業
識
に
お
申
込
み
く
ど
さ
い
。

ω

り
よ
さ
学
羽
田城
境
の
充
突
を
ね
が

っ
て
朝

場
へ
持
参
し
て
下
さ
い
c

〉

期

日

八

月
二
白
午
前
九

時

三

十

分

よ

な

お
当
日
は
筆
記
用
具
、
中
食
等
を

中
日
町
出
身
な
ら
び
に
在

住

の

皆

さ
ん
か

・
廃
棄
物
で
お
ζ

ま
り
の
方
主
党

場

住

民

ん

り

午

後

五

時

ま

で

携

行

の

こ

と

、

当

日

の

受

議

申

込
み
山
ら
、
教
材
備
品
な
ど
の
寄
贈
を
い
た
に
き

｛

i

い

会
場
朝
日
町
福
祉
会
館
、

乙

及

丙

種

は

で

き

ま

せ
ん
ο

ヤ
ま
し
－
Z

課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

V

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
：
・

・：

・
：
J
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J
J
・－－
J
J
・－J
：：
f
a
・f
・－－－
f
J
H
2
1
7

普
怠
を
閥
‘
h
－れ
た
皆
さ
ん
に
誌
上
を
か

．
収
集
日
以
外
は
ゴ
ミ
を
出
き
な
い
。

山

あ

さ

ひ

ま

つ

り

1
b
得
な
l
i
l
i－
－
－
一
い
り
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
o

v

の

ど

自

慢

出

場

者

募

集

一

一

山

（順
不
岡
敬
称
略
）

「

代

表

森

口

す

の

・

収

扱

い

し

・

⑥

朝

門

口

町

商

工

会

⑥

ん

O
大
家
庄
小
学
校

（百
周
年
）

朝

日

電

報

電

話

局

朝
日
町
商
工
会
主
催
の
慌
例
の
「
あ

さ

一

円

大
家
圧
小
学
校
後
接
会

電
話
は
．タ
イ
ヤ
ル
’
し
た
香
号
へ
つ
な
が
J

山
ひ
ま
つ
り
」
が、

こ
と
し
も
八
月
一
日
か

小

昭

和

四

十

七
年
度
卒
業
生

る
の
が
原
則
で
す
。

川
ら
一一一日
ま
で
機
大
に
催
さ
れ
ま
す
が
、

し

か
し
二
本
以
上
の
電
話
会
お
持
ち
で

川

昭
和
四
十
八
年
度
卒
業
生

一九
商
工
会
で

は

、

す

と
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
番
号
に
集
中

川

藤

田

て

る

三

枚

橋

い
①
チ
ピ
ツ
コ
の
ど
自
慢
大
会

し
て
か
か
る
た
め
、
他
の
電
話
が
利
用
さ

小

岡

田

三

郎

大

家

庄

れ
ず
、
話
し
中
が
多
く
て
困
る
と
苦
情
を
－
v

舟

川

幸

作

札

幌

市

一

①
あ
さ
ひ
音
頭
、
民

議

、

欧

諸

幽

の

ど

い

H

J

ー

よ
く
聞
き
ま

す

。

～

水

島

与

一

大

宮

市

自
慢
大
会

（
年
令
問
わ
ず
）

を

行

い

こ

ん
な
と
き
代
表
番
号
に
し
て
お
く
川

稲

村

巧

下

山

新

ま
す
の
で
出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま

と

、

電

話

が

何

本

あ

っ

て

も

そ

の

番

号

を

～

清

水

幸

作

東

京

都

す

。

ダ

イ

ヤ

グ

す

る

と

、
空
い

て

い

る

番

号

へ

山

弁

口

文

秀

東

京

都

自
動
的
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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マ
町
民
水
泳
大
会

期
日
八
月
四
日
（
日
）
午
前
九
時

場

所

町

営

プ
l
L
F

マ
町
民
野
球
大
会

期

日

八

月

十
八
日
午
前
九
時

場
所
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド

的
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

出

場

資

絡

定
時
制
高
校
生
を
含
む
一

般
男
子

チ

1
ム
網
成

満
二
十
五
才
ま
で
五
名

二
十
六
才
以
上
四
名

昭
和
四
十
四
年

ご寄付の

お ネし
＂＇る高占記起草 tlli

狩猟者講習会

度
の受

講

者

の

更
新
で
す

学
校
設
備
教
材
備
品
等
の

寄
贈
者
芳
名

（百
周
年
）

山
崎
小
学
校
後
援
会

山小 七大昭朝山 痢 中 大 亦湯山松 :IE七 大 安 七 梢 森 森 イIii鹿 lili83'小 山 仙 昭
崎 正 和日 川和
地坂沢十二 IDT木 ー 島倉 J11 1:1：本 邸 周沢 井述沢井岡岡名 n民熊 川 端本名四

区喜与二 十中与 久政主主啓敏武武 俊光義 l以 充義政安久重患安秀 十
民年 二夫 元八
一 自 作度年長次安平二治 l明 夫 ー バi則久 ｝:ft作栄就賢守 .i"E一 次湯；'V雄年
間半度業 度

業卒協 "¥-
生業同 業

生組 生
合山殿毅細山殿 山山山山 厳 山山山山山山 鍛殿山湯 山東

崎 のか；
崎町町野崎町崎 ：：1：附附町附附 $i王王崎 11q・ ru r崎 捌附都

O
南
保
小
学
校
（
百
周
年
）

石

田

て

る

子

松

下

周

作

松

下

康

治

谷

口

之

通

近

藤

政

夫

近

藤

重

成

斉

藤

制

男

近

藤

秀

男

道

周

一

男

土

井

商

事

宗
門
沢
市

細

野
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函
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横
浜
市

富
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市

入
善
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平

柳
7
山
市
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長

崎

真
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夫

山

本

留

治

佃

孝

士

口

間

畑

地

昇

寺

崎

作

造

谷

口

一

雄

川

端

秀

峰

山
似
口
伊
作

西

村

千

代

勝

原

哲

夫

勝

原

時

夫

士

口

問

中

ω

収

膝

鉄

夫

大

殺

茂

字

削

正

雄

舘

尋

司
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丘

敬

明

田
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頁
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原

隆

一

近

藤

一

雄

梶
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川
市
三

竹

内

忠

三

谷

口

敏

明

沢

田

秀

三

一史

問

繁

妹

校

口

車

二

米

丘

訴

東

英

二

大

平

山

涛

長

崎

英

人

谷

口

山

郡

湯

口

敏
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谷

口

貞

子

長
崎
助
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（
百
周
年
）

前
区
炭
水
島
源
太
郎
外
十
八
名

境
小
学
校
後
援
会

昭
和
四
十
八
年
度
卒
業
生

昭
和
四
十
八
年
度
礎
児
盤
民
生
委
員

境
小
学
校
P
T
A

大
平
分
校
P
T

A

水

島

官

E

水

島

康

晴

渡

辺

良

造

水
島
藤
大
郎

水

島

和

之

水

鳥

槻

米

上

京

作

水

島

問

助

水

野

敏

火

水

島

祐

保

水
鳥
出
品

広

島

己

作

水
白
岡
安
男

水
島
三
之
忽
…

水

島

保

線

建

岡
田
刀

大

平

寄

稿

綬

建

健

三

大 魚大
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（
以
下
次
号
へ
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で 税税 l
的空金
Z扇 Iま
し分
ょを

。れ
ず

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
稿
祉
の
相
進
の
た
め
、
次
の
か
た

が
た
か
ら
、
朝
日
町
鋭
意
銀
行
へ
此
重
な

善
意
を
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

五
百
多
拾
五
円
也

山

崎

花

房

司

殿

交
通
事
故
関
係
証
人
費
用
弁
償
と
し
て

交
付
さ
れ
た
も
の
・を
社
会
福
祉
の
た
め

五
千
円
也B

B
S会
長

稲

村

巧

殿

B
B
S
A訟
の
経
銭
節
減
の
分
を
社
会
福

祉
の
た
め
に

拾
万
円
也

本

町

越

間

正

次

殿

故
将
父
阿
次
郎
さ
ん
の
供
養
の
た
め
朝

日
町
の
社
会
伺
祉
の
羽
進
に
役
立
て
て

下
さ
い
と
寄
せ
ら
れ
た
も
の

壱
万
円
也

浦
田
与
三
次
殿

朝
日
町
善
意
銀
行
創
立
以
来
引
続
き
、

六
月
十
八
日
の
恩
人
中
川
し
げ
さ
ん
の

命
日
に
、
そ
の
制
冥
福
を
祈
り
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
と
預
託
さ
れ
た
も
の

弐
万
円
也

水
島
工
務
店
殿

光

主

鉄

郎

殿

水

島

桃

枝

殿

六
月
十
二
同
の
作
線
中
の
不
慮
の
事
故

に
際
し
、
多
数
の
方
々
か
ら
鰍
リ
レ
血
液

を
頂
戴
し
温
い
御
協
力
を
賜
わ
っ
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
、
お
礼
の
気
持

を
社
会
福
紙
の
た
め
に
善
意
銀
行
に
預
託

し
、
そ
の
こ
と
を
広
く
意
義
づ
け
た
い
と

待
参
さ
れ
た
も

五
万
円
也

宮

崎

水

島

信

一

殿

亡
く
な
ら
れ
た
御
母
堂
山
崎
よ
そ
さ
ん

の
供
養
の
た
め
、
社
会
福
祉
の
増
進
に

役
立
て
た
い
と
預
託
さ
れ
た
も
の

（
昭
和
四
十
九
年
六
月
十
五
日
現
在
〉

倫
磁
場
（お
す
ζ

や
か
に
〉

。。
笹境

中
村
松
失

小
林
茂
和

め
ぐ
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二
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長
女
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崎
秀
遠

山
石
井
文
雄

水
島
彬
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沢
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一
之
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信

山
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新
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近

藤

勉
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島
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信

規

一
勝
光

永
口
正
男

東
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清
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鍋
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南
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お
し
あ
わ
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に
）
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佐

渡

伍

二

佐

渡

陸

美
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村

安

正

中

村

美

喜

子

小

島

武

松

倉

和

代

水

山

内

和

正

大

村

牧

子

今

回

秀

司

長

谷

川

悦

子

旬

、

日
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S

E

－

－
 

木

下

博
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（お
く
や
み
由
申
し

あ
げ
ま
す
）
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水
島
伊
左
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（
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）
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次
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岡
由
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印
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谷
田
み
よ
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制
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崎

伝
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水
野
久
作
（
市
）
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